
46

色　 彩　 学
BULLETIN OF THE COLOR SCIENCE ASSOCIATION OF JAPAN

VOLUME 2 NUMBER 2 2023

日本色彩学会第54回全国大会を，2023年6月24日（土），
25 日（日）に東京造形大学にて，ハイブリッドで開催いた
します．今大会のテーマは「いろくばり」です．対面開催が
可能となった今回も豊かな機会とすべく，大会実行委員，
ご協力者とともに準備をすすめております．これからしば
しの誌面にて，「いろくばり」という言葉を辿る旅におつ
きあいください．

人間の視覚は刺激の差異を検出する仕組みによって光
を特定の彩りへと情報化する機能をもち，その認知過程に
おいて「色」は常に複数で存在します．古来より色を複数
に分ける境界を，思想家，理論家や実務家が様々な論述，
表現をもって示してきました．また，「色」は視覚情報だけ
でなく，仕草や気配，ものごとのありようを語る文脈にお
かれる言葉とも認識されます．「くばる」という言葉は，届
ける，行き渡らせるという意味があり，古くは嫁がせて縁
をもつという意味にも使われました．間隔を置く，間を空
ける，という場合にも使われるため，目に見えるもの，触
れられるものの在 / 不在より，くばる意志と受け取る意志
の疎通を認める言葉のように思われます．

来し方３年の間には，COVID-19 と名付けられた感染症
の世界的蔓延，目に見える暴力による命や日常生活の人為
的な破壊行為，現代科学をもってしても防御不能な自然の
猛威など，悲観的な天地驚愕が，個々人の認識のうえで改
めて顕在化したことと思います．信念のありようが正義の
破滅的な衝突に至る惨状に動揺する一方で，意思と自制が
千の針穴を通すひとすじの光となるさまに詠嘆する経験
もあったかと思います．それらは無知により潜在していた
事象への気づきを促す経験ともなったことでしょう．わた
したちが生きている世界は絶え間ない力の衝突や融合に

より変化し続けるもので，そのような時間のありようを感
覚するのが「生きる」ということの 理

ことわり

です．混沌を調和へ
と整えようと欲するはたらきが思考であり，思考は洞察に
より推進され，その精緻さは知識の豊穣を源泉とします．
こんにちでは，古代から様々な見立てが示されてきた「人
間とは何か」という問いをめぐり，「人間」を形成する，目
に見える形状，目に見えない仕組み，および知能の働きに
関して，科学はその representation にまで及ばんとしてい
ます．このことに思いを馳せる時，かつて欧州を中心に自
然科学が変革的進歩を遂げた 17 世紀から 18 世紀にわた
る意識の変化に戸惑いを隠さなかった人々の吐露や挑戦，
その象徴とされた Newton の『OPTICS』に向けられた
“Unweave a rainbow” という畏れ，そしてその畏れを包容
する “Sense of wonder” という意思への眼差しを自らに問
います．そうした思索の果てに，「いろをくばる」ことが現
生人類の由縁であるように思い至ります． 色彩の森羅万
象に臨む研究者への敬意を込めて，この言葉を大会テーマ
としました．

全国大会会場では研究発表，研究会による企画展示，企
業展示に加えて久々に対面での懇親会も開催します．ま
た，会場隣接の附属美術館では「いろとこころ～科学と美
学がであう色彩学のありか」展が開催されており，大会両
日とも夜間延長開館されます．初日の閉会から懇親会まで
の時間は，視覚芸術の生成パフォーマンスをご堪能いただ
けます．磯崎新氏設計，佐藤忠良氏による彫刻，白井晟一
氏設計の美術館などが配された里山の自然豊かなキャン
パスで過ごす，2023 年の夏至を迎えた週末が，豊かなコ
ミュニケーションの機会となりますよう，皆様のご参加を
お待ち申し上げます．

巻頭言　いろくばり

第54回全国大会実行委員長　粟野　由美（東京造形大学）
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　東京工芸大学カラボギャラリー第10回企画「色を記録する展」
の見学報告です．第1回１），第2回２）の報告に続きますが，今回は
カラー画像技術の歴史に興味を持っている人にとって，見逃すこ
とができない内容です．会期は2022年12月12日から2023年3月
10日でしたが，開始早々の12月14日に訪問，展示ディレクターの
矢島仁先生から解説していただきました．小西本店の技術部門
六櫻社の技師長でのち東京写真専門学校（現 東京工芸大学）教
授であった江頭春樹先生の研究３）に関連の資料を基にした展示
です．
　会場に展示されている品々はすべて東京工芸大学の所有で，
技術史上重要な物ばかりですが，ごく一部だけの紹介になりま
す．Fig.1は企画全体の印象が伝わる，パンフレットの表面です．
幸い，ポイントとなるカラー画像と的確な解説文を掲載した，パ
ンフレットの裏面がwebサイト４）より入手できますのでご参照く
ださい．
　会場に入ると周囲を圧しているのがFig.2の3色分解方式の35
mm映画カメラです．技術内容はFig.3の大型のパネルで解説さ
れています．正確な光学系の配置図と，目前の実物を参照して機
構の理解が進みます．35mm映画フィルムのリールが3本同軸で
並んでいることで，大型のカメラになっています．1955年公開の
映画「緑はるかに」からこの「コニカラー映画システム」の使用が
始まり，多くのエピソードが伝わっています．

カラー印画技術については，当時の小西本店六櫻社（現在の
コニカミノルタ㈱，時代により会社名がいろいろ変わっています）
の研究が大変先進的だったことが分かります．戦争による研究の
中断が無ければ，世界をリードする製品開発が実現していたの
ではないかと思います．Fig.4は3色分解ネガの展示，Fig.5はトラ
イパック方式，3枚の分光感度が異なるシートフィルムを重ねて
撮影する方式の展示です．80年を超えても良好な色を保つ印画
サンプルと数多くの3色分解ネガなど，貴重な資料の多くがまだ
その技術背景を解明できていないということで，今後の研究の進
展に期待したいと思います．
　なお，東京工芸大学の芸術学部と工学部の成果を展示する
コーナーがあり，映画作品「笹色の紅・Grünen Metallganz」を視
聴することもできました．
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Fig.1　第10回企画展案内パンフレットの表側

Fig.2　KCC400型3色分解方式35mm映画カメラ（2022年

　　　12月14日著者撮影 以下同じ）

Fig.3　「コニカラー映画システム」説明パネル

Fig.4　3色分解ネガ

Fig.5　「さくら三色用フヰルム」によるトライパック撮影　

（モデル 明日待子）




